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字
の
区
域
の
変
更

可
決

な
ど

承
三刃
脚色、

専
決
処
分
の
件

｜

｜

第

一
回
朝
日
町
畿
会
臨
時
会

！
ー

あ
ら
ま
し

Ill 2 7 I号 一ーー

N/NNl/llllll/////////1////1/h 

昭
和
五
十
三
年
第
一
回
朝
日
町
醸
会
臨
時
会
は
、

二
月
十
円
会
期
を
一
日
と

し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
で
は
、
土
勉
改
良
砂
業
の
施
行
に
伴
う
字
の
氏
践
の
変
更
及
び
脳

和
五
十
二
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
の
専
決
処
分
の
二
件
に
つ
い
て
審
識
し
、

そ

れ
ぞ
れ
可
決
、
家
認
さ
れ
ま
し
た
。

ひさ

可
決
さ
れ
た
も
の

承
認
さ
れ
た
も
の

報 一一一一 あ

V
大
字
、
字
の
区
成
の
変
更
及
び
廃
止
の

件
〈
山
崎
土
地
改
良
区
）

V
昭
和
五
十
二
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）

ー広

川

選
挙
主
隠
す
》
司
h

持品、
3
3
E巳
｝

J

謀
議
会
議
院
附
さ
れ
る

山

川
…

啓
発
芸
府
羽
む

d
d
H
U
ν
F引

4
4

…
言

二
月
十
二
日
‘
役
場
強
会

き

2
5する
と
と
を
目
的
と
し
…

削

斗

ιバ
聾

舗
に
お
い
て
、
朝
日
町
選

て

開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
背
年
間
、
脳
人
川

町
溜

噂

挙
管
理
養
一員
会
、
明
る
い
選
会
、
公
民
釦
関
係
者
な
ど
約
五
十
名
余
の

山

一

汀

護
進
協
議
会
主
催
の
選
挙
診
加
が
あ
り
ま
し
た
。

川

上
U

司

前
官
発
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
当
日
は
兆
円
本
新
聞
社
編
集
局
の
金
川

山

川

’
〉

し

た

。

正

盛

編

前

監

部

長

を

掛

川

に

「

く

ら

し

と

位

川

町

立
、

乙
の
講
演
会
は
明
る
い
選
相
」
と
題
し
、
二
時
間
に
わ
た
る
講
演
が
川

棚
同

ヲ

挙
の
実
現
を
は
か
る
た
め
、
あ
り
ま
し
た
。

川

川
田

旬

啓
発
活
動
の
中
心
と
な
る
べ

昭和32平 8ll 8日
一一ー一一－Jll 3・・6使勧箆町一一－

－

青

少

年

育

成

・

朝
日
町
民
会
議
発
足
す
る

γ，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，，v,,; 

次
代
の
担
い
手
で
あ
る
青
少
年
の
健
全

な
育
成
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
総
理
府

の
提
唱
で
、
青
少
年
育
成
国
民
会
議
が
発

足
し
、
続
い
て
都
道
府
県
民
会
績
が
設
立

さ
れ
そ
の
後
市
町
村
民
会
議
の
結
成
に
つ

い
て
、
旧
派
の
強
い
要
望
が
あ
り
明
日
町
で

は
背
少
年
団
体
育
成
関
係
者
の
然
意
に
よ

り
こ
れ
ら
の
関
係
者
が
発
起
人
と
な
り
、

関
係
団
体
に
呼
び
か
け
、
朝
国
州
民
会
臓

器
立
総
会
が
、
去
る

一
月
二
十
六
日
朝
日

町
衛
祉
セ
ン
タ
ー
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
婦
に
は
青
少
年
育
成
関
係
団
体
の

代
表
者
が
多
敏
診
加
、
富
山
県
民
会
議
会

長
金
岡
文
左
衛
門
先
生
、
中
川
町
長
代
理

の
は
げ
ま
し
の
ζ

と
ば
を
い
た
だ
き
、
青

少
年
育
成
朝
日
町
民
会
議
が
発
足
い
た
し

ま
し
た
。

ζ

の
青
少
年
育
成
朝
日
町
民
会
議
の
趣

旨
目
的
は
青
少
年
の
特
質
と
、
青
少
年
団

体
の
自
主
的
活
動
を
尊
重
し
て
、
主
依
的

活
動
の
促
進
を
は
か
る
と
と
も
に
、
背
少

使
関
係
諸
国
体
の
連
絡
調
墜
を
は
か
り
、

円
少
年
育
成
運
動
の
密
売
縫
進
を
以

っ
て

実
践
活
動
の
日
僚
と
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
朝
日
町
民
会
綴
役
目

会

長

椋

得

別

刷

会

長

沢

保

彦

吉

副

会

長

水

励

文

子

々蚕

美
佐
光
平

寺
崎
信
男

尉
波
宏
作

佐
症
庄
市

永
口
削
弘

t
l
n
u
n
u
 

(2: 

員

々，， ，， 。監

事

赤
川
重
次

村
口
峰
、
造

町
県
民
税
の
申
告

、
お
す
み
で
し
ょ
う
か

昭
和
五
十
三
年
度
の
町
川
町
民
税
の
申
告

期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
。
ま
だ
申
告
し

て
い
な
い
方
は
、
問
中
く
申
告
幽
曹
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
い
と
、
社
会
保
険
制
、
生
命

保
険
制
な
ど
町
県
民
税
の
所
得
控
除
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
扶
養
説

明、

同
一

生
計
、
所
得
税
附
等
の
各
種
説

明
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
税
務
課

〈
雪
三

l
一一

O
O内
線
二
三
）
へ
お
問
い
あ
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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春
の
火
災
予
防
運
動

使

火

を

う消

す

ま

｜｜ 

3
月
お
日
か
ら

ひー

容
の
火
災
予
防
運
動
が
、

三
月
二
十
五

日
か
ら
四
月
七
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す。

乙
の
運
動
は
、

空
気
が
乾
燥
し
強
風
が

吹
く
と
と
の
多
い
時
期
に
火
災
予
防
思
想

の
一
一
腐
の
高
錫
を
は
か
る
と
と
も
に
、
火

災
に
よ
る
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
質
軍
な
財

産
の
損
失
を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。

さ報……… あ

⑨
車
両
・
林
野
の
火
災
防
止

3
月
お
日
か
ら
ま
月
幻
日
ま
で

EfD32卑 8月 自白 庁 a

一一一一一－－.3・”使・B町一一一一－－一一一一一・・田 μλ
④

一
一
般
対
象
物
の
火
災
防
止

4
R
1
日
か
ら
4
月
7
日
ま
で

＠
重
点
目
標

ω幼
児
、
老
人
の
焼
死
働
故
防
止
対
策

の
徹
底

凶
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災
防

止
対
策
の
徹
底

問
実
際
に
即
し
た
自
主
防
火
管
理
体
制

づ
く
り

な
お
期
間
中
〈
四
月
一
日

t
四
月
七

日
）
は
次
の
要
領
で
サ
イ
レ
ン
を
吹

的
し
ま
す
。

で

離

す

な

目

'L' 

と

4
月

7
日
ま
で

II 

。
午
前
七
時
と
午
後
九
時
の
ニ
回

｜

｜

休

｜

｜

休

1
！

日
秒

6
秒
円
秒

6
砂
町
秒

ま
た
、
四
月

一
日
午
前
中
に
消
防
車
に

よ
り
予
防
宣
伝
の
た
め
町
内
金
成
に
お
い

て
サ
イ
レ
ン
を
吹
川
し
ま
す
か
ら
火
災
と

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま

す。〈写
真
は
柳
田
、
不
動
堂
の
婦
人
消
防
隊
〉

猟ー

ウ
サ
ギ
狩
り

豊二
月
十
一
日
、
棚
山
地
内
で
削
日
町
猟

友
会

（上
島
栄
作
会
円
以
）
会
員
四
十
点円余

が
参
加
し
て
恒
例
の
ウ
サ
斗
狩
り
が
行
な

わ
れ
ま
し
た。

当
U
は
小
雨
ま
じ
り
の
あ
い
に
く
の
天

候
で
し
た
が
、
年
に

一
度
の
行
併
と
あ
っ

て
診
加
者
は
涯
銃
を
駆
っ
て
大
強
り
切
り

猟
渇
に
恵
ま
れ
た
せ
い
も
あ
っ
て
か
二
十

三
羽
の
ウ
朴
ギ
を
射
と
め
る
な
ど
近
年
に

な
い
堕
猟
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
同
会
で
は
狩
猟
の
あ
と
、
五
十
二

年
度
優
良
狩
猟
勉
区
と
し
て
、
笹
川
、
伯

両
地
区
を
表
彰
し
ま
し
た
。

八
写
真
は
ウ
サ
ギ
狩
り
ゾ

ゆきとのたたかいおわる

主

八
ツ
以
は
早
朝
の
除
雪

γ

53.2.28現在
最大
積雪量

。＝lm

蛭
谷
j白

降雪苧

j白蛭
谷

(3) 
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ン

リ

i
ズ
｜｜ 

H

衛

生
統

計

・

循

環

器

系

死

亡

・

宿
環
器
疾
患
に
よ
る
死
亡
状
況
を
、
十

年
間
の
地
区
ど
と
の
延
べ
人
口
、
延
べ
死

亡
者
数
か
ら
割
り
出
し
た
も
の
で
す
。

死
亡
率
で
は
地
区
に
よ
っ
て
か
な
り
の

差
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
乙
れ
は
地
区
の
特

性
に
応
じ
た
労
働
環
境
、

生
活
態
糠
、
食

生
活
等
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
以
わ
れ

ま
す
。泊
地
区
が
愚
も
死
亡
率
が
低
い
の
は、

「
若
年
層
が
多
い
」
、
「
医
療
機
関
で
の

継
続
治
療
者
が
多
い
」
、

「
生
活
の
バ
ラ

ン
ス
が
比
較
的
と
れ
て
い
る
」
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
全
国
の
二
七

川
町
附
問
問
問
VAS

。.,, 

過去10年間 ｛昭和42~手 51~芋 ） を過賞 した
脳寧中、心腹痛、高血圧症による死亡（地区別，

65 0 

s~ " 
，，，、

11死亡率 ，人口3万人封，

.，，、

64.0 

IS I 

4・R

1. 

i

，。、
内

① 

人、

富
山
県
の
三
一
人
前
後
と
比
較
し
て

か
な
り
高
く
好
ま
し
い
状
態
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。総
死
者
中
に
占
め
る
割
合
は
、
人
口
に

比
較
し
た
循
環
器
系
疾
患
に
よ
る
死
亡
者

が
多
く
て
も
、
総
死
者
数
が
さ
ら
に
多
け

れ
ば
割
合
が
低
く
な
り
ま
す
し
、
少
な
け

れ
ば
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
死
亡
率
ほ
ど

問
題
点
の
学
揮
に
は
参
考
に
な
り
ま
せ
ん

し
か
し
、
最
も
低
い
南
保
地
区
で
も
、

全
国
の
四
O
%
、
富
山
県
の
四
一

%
前
後

よ
り
も
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

- I 

． 
・; 

E

－h
 

L

－
 

"'' J 

7
す
だ
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" .. 

r;; 

時
崎
山
T
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2従事E亡者中に占める割合
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z
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・愛の献血・

-1月実純分一

今日の献血が

明日のあなたを

保障する

協力者芳名

府
見
美
千
子
（
沼
保
〉
、

赤
川
瞥
治
（
山

崎
）
、
竹
中
千
虎
（
道
下
）
、
安
達
一
正

（
山
崎
）
、
富
岡
敏
紀
（
東
草
野
）
、
西

国
彰
（
月
山
）
、
山
崎
政
次

〈沼
保
）
、

住
吉
見
（
下
山
新
〉
、
松
倉
秀
夫

〈泊）

水
島
問
二
〈
宮
崎
）
、
草
原
庄

一
（
山
崎

）
白
井
光
美
〈
舟
川
新
）
、
長
崎
和
子
（

蛭
谷
）
、
松
原
秀
雄
（
栄
町
）
、
安
達
正

昭
（
山
附
）

、
三
瓶
毅
（
沼
保
）
、
大
谷

幸
雄
〈
泊
）
、
水
島
洋
一
〈
平
柳
）
、
吉

本
嫡
恵
（
宮
崎
）
、
九
里
隆
司
（
山
附）

稲
垣
輝
夫
（
積
水
）
、
九
里
立
身
（
道
下

）
、
水
島
淳
二
〈
境
）
、
笹
原
久
美
子
（

簡
単
野
）
、
勝
義
岳
春
〈
宮
崎
）
、
双
川
博

子
（
泊
〉

、
鍛
治
雅
美
（
金
山）

、
金
森

直
司
（
境
）
、
小
山
実
（
山
崎
）
、
水
島
正

問
（
境
）
、
山
崎
フ
ミ

（
出
川
新
）
、
谷

口
芳
信
〈
月
山
）
、
中
村
和
彦
（
南
保
）

勝
田
誠
一
（
笹
川
）

、
作
口
敏
明
（
泊）

大
浜
清
光
（
宮
崎
）
、
東
伊
都
子
（
窪
田

）
、
堀
固
ま
さ
子
〈
道
下
）
、
姻
一
清
（

荒
川
〉
、
寺
崎
悦
夫
（
東
草
野
）
、
梅
沢
寛

（泊
）
、
秋
山
晴
美
（
山
崎
）
、
畑
瀬
年

明
（
松
樽
町
）
、
石
井
清
人
（
窪
田
）
、

伊
膝
友
文

（
大
鹿
）
、

酒
井
敏
雄
（
平
柳

）
、
勝
原
成
人
（
南
保
）
、
松
下
好
笑
（

泊
）
、
波
間
正
克
（
泊
）
、
梅
沢
義
弘
〈

下
山
新
）

、
氷
島
美
紀
子
〈
宮
崎
）

、
兵

庫
敏
夫
（
境
）
、
湊
旦
矢
（
泊
）
、
広
瀬

陽
子
〈
月
山
）
、
尾
山
経
緯
馳
（
泊
）
、
書
ロ

江
勝
広
（
荒
川
）
、
西
田
智
治

（
月
山
）

水
野
香
代
子

〈
月
山
〉
、
竹
内
秀
孝
（
笹

川
〉
、
折
谷
実
和
子
（
笹
川
）
、
水
野
刺

一
（山
崎
）
、
荒
川
正
彦

〈沼
保
）
、
水

白
川
清
信
（
宮
崎
）
、

玉
木
殺
人
〈
泊
）
、

竹
内
次
郎
（
沼
保
）
、

坂
東
杭
（
栄
町
）

川
合
広
和
〈
蛭
谷
）
、
水
島
和
〈
境
）

、

石
原
妙
子
（
南
保
）
、

小
杉
賓
子

（泊）

岡
崎
正
和
（
償
尼
）

． 
国

民

年

金． 

から保険料が’「

がります ___J

一一、
ニ
O
O円
が

． 一一、

七
三

O
円
に

一一、六
O
O円
が

「 4月
」一一 あ

． 
一一一、

一
三

O
円
に

「
ま
た
、
保
険
制
が
あ
が
る
ん
で
す
か

・
：
」
と
、
た
め
息
を
つ
か
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
な
ぜ
あ
が
る

の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
み
な
さ
ん
が
掛
け
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
保
険
料
は
、
健
全
な
年
金
財
政
を
維

持
し
て
い
く
上
で
必
要
と
さ
れ
る
金
額
よ

り
、
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

今
の
年
金
額
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

は
、
一
カ
月
五
、
の
む
O
円
を
こ
え
る
金

額
の
保
険
制
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
ご
理
解
ね
が
い
た
い
と
思
い
ま

す。
安
い
保
険
料
、
高
い
年
金
ク
は
だ
れ
も

が
望
む
も
の
で
す。

し
か
し
、
と
れ
か
ら

は
高
齢
化
社
会
に
入
り
、
年
金
を
受
け
る

方
が
ま
す
ま
す
多
く
な
り
ま
す
し
、
み
な

さ
ん
自
身
も
。
老
い
の
目
。
を
避
け
て
通

る
と
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
「
若
い
と
き
の

苦
労
は
金
で
買
っ

て
で
も
す
る
も
の
だ
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
自
分
の
年
金
を
守
る

た
め
に
は
、
保
険
制
村
の
引
き
上
げ
が
必
要

だ
と
い
う
こ
と
を
十
分
わ
か
っ
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
す
。

朝
日
町
の
問
和
五
十
二
年
十
月
三
十

一

日
現
在
の
保
険
斜
納
入
額
は
六
千
三
百
五

十
万
円
、
年
金
受
給
額
は
一ニ
・
僧
八
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
み
て
も
単
年
度
保
険
制
桝
額
を

大
幅
に
オ
ー
バ
ー
し
て
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
る
と
と
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
か

と
思
い
ま
す。

(4) 

ドサ

γ 
こん1Jにも'Jifl、われているOOR年金

国
民
年
金
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
を
知

り
た
い
万
は
役
場
住
民
課
年
金
係
（
管
三

l

一
一
O
O
内
線
二
十
九
）
ま
で
お
問
い

あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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間
和
八
年
に
大
平
川
上
流
で
、
来
馬
統

群
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
中
世
代
ジ
ュ
ラ

紀
〈
一
億
五
千
万
年

t
一
億
四
千
万
年
前
）

の
地
層
か
ら
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
（
菊
石
）
の

破
片
が
発
見
さ
れ
学
界
の
注
目
を
浴
び
ま

し
た
が
、
そ
の
後
間
和
二
十
七
年
の
八
月

に
東
大
地
学
教
室
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
大

平
川
上
流
の
本
格
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
と
の
と
き
、
当
時
同
大
学
地
学

教
室
の
聴
講
生
で
あ
っ
た
朝
日
町
の
教
員

森
群
平
氏
が
、

ζ
の
調
査
の
先
導
役
と
し

て
参
加
し
、
大
平
川
上
流
寺
谷
地
内
に
お

い
て
多
数
の
楠
物
化
石
や
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

を
採
取
し
、
か
っ
、
そ
の
産
地
と
確
認
し

ま
し
た
。
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
地
質
学
上
震
も
重
要

な
一示
準
化
石
で
、
寺
谷
の
も
の
は
、
県
で

さーあ一一一一広
回向32隼 8ll 8目

一一一一一ー銀3..使勧QoJ町一一

は
最
古
の
も
の
で
、
永
久
に
保
符
す
べ
き

も
の
と
し
て
、
朝
日
町
で
は
と
れ
を
県
の

天
然
記
念
物
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
に

そ
の
指
定
を
申
請
し
ま
し
た
が
、
そ
の
指

定
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
営
椋
署
、
北
電
等

と
の
折
合
い
が
つ
か
ず
、
保
健
の
ま
ま
今

日
ま
で
延
引
し
て
い
ま
し
た
。

朝
日
町
文
化
財
調
査
安
員
会
で
は
、
近

年
学
術
研
究
に
名
を
約
り
乱
掘
の
傾
向
が

あ
る
た
め
、
早
急
な
保
護
対
策
を
講
ず
る

必
要
か
ら
、
昭
和
五
十
一
年
に
再
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
価
値
を
強
調
し
指
定
の
再

申
請
を
行
っ
た
と
ζ
ろ
関
係
機
関
の
了
ゑ

を
得
、
去
る

一
月
二
十
八
日
付
け
県
の
告

示
に
よ
り
正
式
に
、
県
の
指
定
天
然
記
念

物
と
し
て
指
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
農
作
業
の

へ
標

準

賃

金
／V
決
ま
る

／
標
準

料

金

＼

2

今
年
の
農
作
業
賃
金
と
農
業
績
械
の
標

準
料
金
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

O
雇
用
労
働
賃
金

。

一
日
当
た
り
の
農
作
業
賃
金

男
四
、
六

O
O円

女
一
二
、
五

O
O円

O
農
象
徴
械
の
＋
ア
l
ル

（
一
反
歩
）
当

た
り
領
浴
料
金

要

↑

僚準料金 ｜摘

耕起のみ 8.400円
耕運機 l紛起、 代かき 10.000円

｜耕起、 荒くり、代かき11,000円

jラクタ－1・ - 10,000円l
ー4.80叩｜雪塑含まさ
7,500円i

12.500円J

400円｜ホース散布

61 

機。

パインダーi
コンバイン！

防除作業i

山
間

機

田

O
賄
い
は
で
き
る
だ
け
簡
紫
に
し
て
、

各
作
業
と
も
明
女
一h
OO
叶
程
以
と

す
る
。

。
農
祭
出
制
械
の
標
準
料
金
に
つ
い
て
は

耕
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
本
協
定
額

よ
り
竺
割
以
内
の
削
減
が
で
き
る
も

の
と
す
る
。

O
作
集
時
間

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三

十
分
ま
で
、
昼
食
時
聞
は

一
時
間
、
休

憩
時
間
午
前
、
午
後
と
も
そ
れ
ぞ
れ
三

十
分
と
す
る
。

：~I :: ・.r f J l] .TJ.J ・-_-_・ 
云~JJJJJJlJJ;L

…〈
今
月
の
表
紙
〉

…

「
ま
い
ど
は
や
l
」
紺
の
風
巴
敷
包
J

～
み
を
背
負
っ
た
売
薬
屋
さ
ん
が
玄
関
に
～

日
入
っ
て
く
る
。
薬
袋
を
し
ら
べ
新
し
い
J

（
薬
を
入
れ
、
小
さ
な
ソ
ロ
パ
ン
を
は
じ
～

日
き
帳
衝
を
つ
け
お
わ
る
と
筆
を
耳
に
は
J

H

さ
む
。母
親
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
る
子
供
は
J

山
ま
ち
ど
お
し
そ
う
に
売
薬
屋
さ
ん
の
仕
～

川町
市
の
お
わ
る
の
を
ま
っ
て
い
る
。

ω

柳
行
季
の
中
か
ら
薬
の
匂
い
の
し
た
～

γ十・
角
に
折
り
た
た
ん
だ
四
角
の
紙
風
船
川

内
が
取
り
出
さ
れ
‘

子
供
に
「
は
い
、
ぉ
～

～
ま
け
」
と
い
っ
て
く
れ
る
。

子
供
た
ち
は
外
に
飛
び
出
し
、
紙
風
｛

V

船
の
小
さ
な
穴
へ
か
わ
い
い
口
を
あ
て
～

（
て
ほ
お
を
ふ
く
ら
ま
せ
息
を
吹
く
と
、
日

九
ば
り
ば
り
っ
と
音
が
し
て
大
き
く
ふ
く
れ

ω
ら

む

。

山

ひ
と
め

ふ
た
め

み

や
か
し

ょ
d

M

め
な
：
：
：
と
歌
い
な
が
ら
ぽ
ん
ぽ
ん
と
～

九
音
を
た
て
て
突
き
遊
ぶ
。
表
紙
の
歌
は
山

ご
熊
谷
地
区
の
歌
だ
が
、
乙
の
歌
の
発
生
～

～
地
は
京
都
で
羽
子
突
き
歎
と
し
て
歌
わ
山

山
れ
た
い
へ
ん
優
雅
で
美
し
い
。

羽
子
突
き
は
約
五
百
年
前
の
室
町
時
M

M

代
に
「
幼
き
者
の
蚊
に
会
わ
れ
ぬ
ま
じ
～

〈
な
い
」
と
信
じ
ら
れ
、
羽
子
を
ト
ン
ボ
川

町
に
み
た
て
蚊
を
と
ら
え
て
食
べ
る
か
ら
～

山
羽
子
突
き
遊
び
と
な
っ
た
と
い
う
。
山

（
写
真
は
蛭
谷
に
て
〉

表
題
シ
リ
ー
ズ

「
子
供
の
伝
承
遊
び
」

L
U

わ
る

昭
和
五
十
二
年
度
の
広
報
表
題
写
真
に

昔
な
つ
か
し
い

「
子
供
の
伝
家
涯
び
」
を

特
集
し
紹
介
し
ま
し
た
が
、
三
月
号
を
も

っ
て
終
り
ま
し
た
。

二
年
間
に
わ
た
り
採
集
し
ま
し
た
五
十

余
り
の
明
治
か
ら
の
珍
し
い
わ
ら
べ
歌
の

中
か
ら
代
表
的
な
も
の
十
二
編
を
選
ぴ
、

子
供
の
伝
承
遊
び
と
し
て
紹
介
し
ま
し

た。
飲
の
録
集
に
は
各
地
の
古
老
の
協
力
を

賜
り
、

写
真
綴
影
の
時
は
各
学
校
、
児
童

や
そ
の
父
nん
に
、
あ
る
い
は
遊
び
道
具
を

作
っ
て
頂
い
た
方
、
家
の
中
を
使
用
さ
せ

て
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

(5) 

（
広
報
編
集
委
員
会
〉

唱

l
n
U唱
l
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マ
千
葉
県
流
山
市
中
島
智
喜
氏
よ
り
山

崎
小
学
校
へ
児
童
図
丹
五
十
冊
、

学
習

大
事
典
等
全
二
十
三
巻
、
ス
チ
ー
ル
製

本
棚
二
基。

マ
東
京
都

安
部
精
二
氏
よ
り
、

境
小
学

校
へ
児
撞
図
H
U

川
四
十
七
冊
、
笹
川
小
学

校
へ
同
二
十
五
冊
、
蛭
谷
分
校
へ
同
三

十
一
冊
。

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
緒
川
悦
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
善
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
沼
保

本

田
千
代
乃
さ
ん
よ
り
古
切
手

五
O
O枚

一、
大
家

圧

接

弁
四
三
秋
さ
ん
よ
り
一
円

玉
な
ど
四
千
七
百
円

V
桜
町
南
茂
宗

一
さ
ん
よ
り
拾
得
物
報

労
金
六
平
円

マ
平
柳

福
柳
老
人
ク
ラ
プ
よ
り
雑
巾

百
十
五
枚

マ
立
山
町

野

田
哲
英
さ
ん
よ
り
亡
妹
美

和
子
さ
ん
の
供
養
の
た
め
香
典
返
し
の

一
部
五
万
円

（
岡
和
五
十
三
年
二
月
十
五
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

境宮
崎

宮

崎
笹

川
西
三
浦

本

町

東
草
野

松
涛
町

栄

町

下
道
下

中
道
一
卜

上
道
下

平
柳
二山

月議越小
在
池

（赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

野

九久広西 藤 JJj・ 悶寺 富 fill'7.1<氷 岩竹河 加 水
墨保田 問問 谷 中国間 辺 偽見 城内内藤島
田
清喜常武道秀和紀秀利滋
美強一義義隆明清雄功弘隆明樹爵度寛

二長長長長長長長 k 長長長長長長二二
女児努男女女女 男女 男女男女男女女 9う

予谷 圭和勇真舞美知ま和真 健 美圭桂 京 手r
由 智 l少生太 紀

子一山輝子子子 f,&（み人子郎子太 子 子人

殿

町
金

山

舟
川
新

藤

．塚

森沢済 大
岡田水森

－
E
n
u
η
J
ι
 

正行正敏
男康雄 一

千
佳

仁砂随子

長二長長
男女女女
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千

お
し
あ
わ
せ
に

。
清
水
町

宇
奈
月
町

O
下

山

新

花
’
海
道

お
く
や
み

O
境
O
宮

崎

O
宮

崎

O
笹

川

O
笹

川

O
束
三
浦

O
西
三
浦

O
中

町

O
本

町

O
上

町

O
松
涛
町

O
荒
川
三

O
栄

町

O
桜

町

O
桜

町

O
綬

町

O
績

水

O
積

水

O
下

山

新

能稲稲大 三 間 rj』平大荒岸 綴大 出長折 野大古

S音

S昏

山

室

佐
々
木

坂

本

福

和

之

登
記
美学子

真

出
死

亡
）

田

清
孝
（
日
）

隻

治

（

n）

美
和
子

（科
）

ハ

ナ
〈
印
）

ミ

ヨ

（印）

て
つ
ゑ
（

η）

き
そ
（
行
〉

ち

い

（部）

忠

（
行
）

や

え
（
刊
）

論
（
0
）

済
（
泊
）

千

代
（
刊
）

み
ど
り
（
的
）

徳

川鯨
（印
）

清
次
（
打
）

年

作
（
引
）

す
ゑ
（
訂
）

吉
次
郎
（
乃
）
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O
入
学
式
小
学
校

中
学
校 まい辻

生〉
1回全国緑化運動
3日ひな祭
耳の日
7日消防記念日
8日国際婦人デー
21日！春分の日
22日放送記念日

や

3月（弥

mm
小
・
中
学
校

卒
業

・
入
学
式
後

ー携 27 I号 一

O
率
業
式
小
学
校

中
学
校

ひさ

一月
二
十
日
〈
月
）

一月
十
七
日
（
金
）

四
月
五
日
（
氷
）

四
月
六
日
〈
木
）

ーあ

級協
保

育

所

退
所

・
入
所
式
協W

報

O
退
所
式

三
月
二
十
五
日
（
土
）
午
前
九
時
三
十
分

広開岨32~ 8 11 8自
鈎 3. t6使Ill＆！可 ー

相談ごとご案内

政

毎月第1火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上嘉一（雪3-0050)

5祭相
時

治所
相談員

ム行

日

八
今
月
の
税
金
V

固
定
資
産
説
（
第
四
期

分
）
町
県
民
税
の
申
告

笛
提
出
は
三
月
十
五
H

ま
で
で
す
η

期
限
に
お

く
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

O
入
所
式

四
月
間

U
（火
－
午
削
九
崎
一ニ
十
分

な
お
、
時
間
に
つ
い
て
は
多
少
蜜
更
す

る
保
育
所
が
あ
り
ま
す
。

"" 
4 。。

人権法律相絞

3月17日（金）
午後1時～午後4時
朝日町福祉センター

人権擁護委員

上国憲二（雪 2-0127)
在国給芳（雪 2-2164)
小沢浩（雪 3-3000)

時

編 所

相談員

ム

日

心配ごと相談ム

毎週火曜日

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター

（雪3-0576)

時日

一｜
交

通

遺

児

等

！

一

一

貸

付

案

内
｜
一

1
交
通
遺
児
等
貸
付
け
は

①
自
動
車
事
般
に
よ
り
保
護
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
児
童
。

①
自
動
箪
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
霞
度

後
遺
開
計
者
と
な
ら
れ
た
児
箆
が
す
こ

や
か
に
成
育
さ
れ
る
た
め
に
必
袈
な
資

金
ぞ
お
日
し
す
る
制
度
で
す
。

2ζ
の
貸
付
け
を
ど
利
用
に
な
れ
る
の
は

右
記
の
①

χ
は
①
の
児
童
で
、
そ
の
児

蜜
を
現
在
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
の
生

活
状
況
が
次
の
う
ち
の
ど
れ
か

一
つ
に

あ
て
は
ま
る
万
で
す
。
（
同
一
家
庭
内

で
ど
利
用
に
な
れ
る
児
童
の
数
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
〉

・
町
民
税
を
納
め
て
い
な
い
（非
課
税
）。

．
町
民
税
の
問
句
剖
だ
け
納
め
て
い
る

．
国
民
年
金
保
険
制
村
を
免
除
さ
れ
て
い

る。
・
「
世
務
更
生
資
金
」
の
貸
付
を
受
け

て
い
る
。

・
町
教
育
委
員
会
か
ら

一．
就
学
伝
助
」

を
受
け
て
い
る
。

所

受通事故巡回相談

第 l.第 3月曜口

午前10蒋～午後3時
黒部市役所

第 l.第3水曜日
午前10時～午後3時

県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

泊所

①日時

h局所

単語

ム

①日時

・
一
児
並
扶
都
貸
手
引
」

の
支
給
を
受
け

て
い
る
。

・
所
得
税
を
納
わ
て
い
な
い
。

・
生
活
保
護
を
必
要
と
す
る
状
態
で
あ

る
。
（
要
保
護
者
）

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
。

3
貸
付
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

的
貸
付
対
象
者
貸
付
け
は
児
置
と
本

人
に
対
し
て
行
い
ま
す
が
、
中
木
成
年
者

で
す
の
で
、
貸
付
け
の
申
込
み
の
手
続

き
は
、
原
則
と
し
て
現
在
扶
益
し
て
い

る
保
護
者
に
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
万

に
連
術
保
誠
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

す。例
貸
付
金
額

は

じ
め
に
一
時
金
九
万

円
、
貸
付
期
間
中
毎
月
八
千
円
小
・
中

学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金
二
万
五
千

円付
貸
付
期
間
貸
付
け
が
さ
ま
っ
た
月

か
ら
中
学
校
単
撲
の
月
ま
で
で
す
。

伺
利
子
無
利
子
で
す
。

制
返
還
の
期
限
中
学
校
卒
業
か
ら
六

か
月

X
は
一
年
据
え
艦
い
た
後
二
十
年

以
内
で
す
。

判
返
還
万
法
割
賦
（
年
除
、
半
年
賦

X
は
月
賦
の
う
ち
か
ら
巡
択
〉
に
よ
る

均
等
払
い
で
返
鐙
し
て
い
た
だ
き
ま
す

加
返
還
の
猶
予
中
学
校
革
法
後
、

日

等
学
佼
、
大
学
等
に
進
学
し
た
と
き
は

そ
れ
を
卒
業
す
る
ま
で
の
期
間
、

返
還

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
あ
わ
せ
は
富
山
市
桜
町
一
丁
目

一
番
三
十
六
号
地
鉄
ピ
W

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
山
山
支
所

宮

（
O
七
六
四
）
三
一三
｜
一
六
三
一

番

新
種
図
書
案
内

回朝日
町
立
中
央
図
書
館

、
円
、
は
失
敗
の
名
人

海
外
ムハ
ネ
ム
ー
ン
の
本

マ
イ
ホ
ー

ム
誕
生

働
く
女
性
の
白
川
市
首
制文
也
生
活
餅
究
会
編

日

本

制

磁

全

集

泊

中

央

公

論

社

重
要
文
化
財
別
巻
l

毎
日
新
聞
社
編

住
宅
の
和
陸

一－ユ

1
ハ
ウ
ス
編
集
部
編

火
山
の
話

中

村

一
川

サ
ソ
カ
ー
の
が
人
生

ペ
レ
自
伝

エ
ド
ソ
ン
・
ペ
レ

聞
説
円
本
の
宵
興

源
氏
物
語
秋
山

叱

美
し
い
キ
モ
ノ

得

鍋

人

画

報

社

富
山
県
議
会
史
富
山
川
町
議
会
編

朝

日

年

鑑

臼

年

版

朝

日

新
聞
社
編

頭
の
い
い
税
金
の
本

野

本

陳

平

家

の

寺

下

水

上

勉

日
本
美
術
絵
倒
全
集

集

英

社

春

秋

山

伏

記

滋

沢

周

平

抵
聞
の

明

瀬

戸

内

附

笑

附
れ
の
ち
晴

れ

中

島

丈

晴

お
と
乙
の
秘
図

4

池
波
正
太
郎

女

の

家

庭

平

岩

弓

持

熱

愛

佐

々
木

守

躍
の
木
祭
り

高

城

修

三

蛍

川

宮

本

源

載

し

の

四

人

池

波

正

太

郎

さ

ら

ば

人

問

団

中

光

て

曲

者

時

代

柴

凶

釧

三
郎

武
蔵
坊
弁
慶

3

今

東

光

柳

生

一

族

の

除

ぷ

松

氷

世代
弘

燃

え

る

秋

五

木

寛

之

風

見

割

下

杉

山

義

法

出

土

日

記

武

削

百

合

子

．
図
管
館
の
借
り
た
本
を
返
さ
な
い
迷
子

の
本
が
本
棚
の
隅
に
一
冊
で
も
あ
れ
ば
お

返
し
下
さ
い
。

紹
介
し
た
本
は
新
し
く
入
っ
た
本
の

一

部
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
と
刺
用
く
だ

さ
い
。

一
人
二
冊
以
内
で
一
週
間
か
り
ら

れ
ま
す
。
本
の
借
り
出
し
は
無
線
で
す
。

院側

’ズ

－d
談

社

編

岡

山

誠

三

l7l 
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最寄りの会場で受けてください。 ノ

備考

母子手帳持参

湯会区地象対亥1]者富良実J

、、
,...-> 月

業

く 3

I 3 
母

事

参

円

一
彦

持

0
一
持

帳

一料

2
一
帳

持

一査

1．一
持

母

一検

一
母

一
－

タ

タ
ン

・

ン

セ

・
セ

相

自

制

制

福

句
宿

民

区

！日（曜） ！時

I ’午後4 9 t.1' 1 0月生 I14（火）｜
i 1.30～3.00 
I 0午後

3か月児検診 ：5 2年 12月生 I23（木〉
I 1.00～2.00 . 

I 午後
股関節 脱臼検査 ；5 2年 12月生 I23（木）

I 2.00～3.00 : 

I I 11後
5 2年 6月生 I23（木）I I 2.00～3.00ι 

I 午後
員 I24（合）
I 1.00～2.00 

午後
15(7｝く）
1.00～3.00 

午後
15(/j() 
1. 30～3 00 

午後 I 
8 (!Jく｝
パ.00～3.00
午後

13（月）
I.: : 1.30～3.00 

一 ι｜二後
! 15（木）

! 1.30～3.00 

! 午後28(:}¥) 
1,30～3.00 . 

17（金） 午後
. 1.30～3.00 j 

! 'r・後
i己。20（丹） I 
6 ・I.30～3.00 I 

地

地

/.'>. .. 

全

診検児歳

領fl~.センター区地イミ

子

保

制tltセンター[;>( t
 

u
u
u
 
j
 

今！9か rJ児検診

健 （妊婦の生理衛生）

母子手帳持参

母子手。lj~ 持診

福祉センター

福tll：センター

Pて

段、宮崎、 trr:/11
伯、五節目；、耐（！＋！

｜判｛~、 山崎

二五箇庄、大家l.E

地
ノ＼
1ム~ 

通知のあった人

品百妊

ア－マ，，
フ

賠
償

ジ

終

防

防

胤

予

臼

傷

合

母

百

般

混

予
防
鍍
種

級学親

農業センター

在人の健w管JJll

福祉センター

IN｛！＋：公l込ft((

3阪

bえ

7.. 

地保

I
 
．
 

e
－
 

， .；，~ 

レl徒主KJ~ ・ 65 ，.，ぽ－-・ -山比

1k 

人 。｛以

大家庄小学絞Eよ地家 lE ノ、

病

鮮谷公以ti':蛭谷地ぽ行、

診 i25 
予

防

一勧

乞

T

一検

す

船

一民
ま

手

一住

し

．上

一銭

診

剛

一結

併

I判保．館公民館

火平公L(M 

／］、更、峰、竹の｜付

民地WT
 

レ：），

、ll
 

誌主

区m・地

検

健

1丙

保

人

動

J!X. 

彩

防

黒部保健所

0:01日 支所

場、 宮崎、 笹川
山、五箇庄、 I将司保

I羽保、 山崎

人ー家！王、五箇LE
晩、宮崎、 tIT:川
泊、五箇If、陶~
南保、 111附
大家LI：、冗箇日：

母子手帳持参

備?-It・l：ンター

農業七ンクー

母子手帳持参

福1-11：セ ンター

農業・l：ンター

bι 山
U全

午後
7 （合）
1.00～3.00 

午後

i .00～3.00 

午後

I. 30～3.00・
. 'I：後

13（本）
I Oll～3.00 

午後

I. 30～3.00 ! 
'I後 i
1.30～J.00 I 

〉月.-4 

、、，，，、
j
 
a
 
，，E
、
1
 
1
 

談i治
！自51年 4J1生

・ソ，〈／レクリン緩 種 t

i至52年3月生

J’； ち？｛-fl I 山
附

附
批

母

11 （火〉＝子

自51年 4月生

／、
．
リノno 

往

生

生

月

月

月

q
d

，l
つら

年

年

年

内

J

L

n

u

J

A
u
d

に
J

a

q

必付・

至

内

至

純

珍

13（本）

査検

f友・

(J) 

G 

1父

c z
I

q

u
 

保

健

母子手帳持参

1；期；雪之
八
胸
や
け
が
長
〈
続
〈
と
き
V

街｝｜｜・ヒンター

胸
や
け
は
、
英
語
で

ルハ

ー

ト
・
パ
1
ン
。
と
い
い
ま
す
。

胸
が
焼
け
る
と
い
う
怠
昧
で
洋

の
東
西
を
間
わ
ず
、

焼
け
る
よ

う
な
不
愉
快
な
痕
状
を
き
し
て

い
る
わ
げ
で
す
。

間
余
飲
、
園
祭
食
の
あ
と
や
、
濃
い

コ
l

じ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
さ
つ

ま
い
も
を
食
べ
す
ぎ
た
あ
と
な

ど
、
刷
や
け
を
経
験
し
た
人
は

少
は
く
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ば
、
た
い
て
い
一
川
的

な
も
の
で
心
配
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
刷
や
り
が
民
く

枇
い
た
り
、
民
恨
の
刊
や
川
、

附
聞
に
附
係
な
く
い
つ
も
刷
や

け
が
す
る
よ
う
な
ら
な
に
か
似
凶
に
な
る

州
%
が
あ
る
と
巧
え
た
ほ
う
が
よ
い
乏
し

ょ’
ヲ
η
胸
や
け
が
続
く
病
気
と
L
て
は
、
凶
作

川け
Ir－－川
川
力
イ
，
．ゥ

、
ト
二
泊
似
h

ソ
イ
ー

んひ
な
ど
が
な
シ
い
も
の
で
す
。

中
年
す
ぎ
の
人
の
場
合
、
胸
・
い
け
が
峨

一
の
症
状
で
、
－M
み
な
ど
、
ほ
か
の
所
見

が
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
ェ

．
ク
九
線

検
査
を
し
て
見
た
ら
川
カ
シ
だ
叶

た
と
い

う
例
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
心
臓
病
や
ス
ト
レ
ス
で
胸
や
け
が
起

と
る
乙
と
も
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
刷
や
け
ぐ
ら
い
と
軽
視
せ
ず

に
、
必
ら
ず
毎
年

一
回
、
町
で
行
な
わ
れ

る
川
の
集
団
検
診
を
受
け
る
な
ど
、
健
康

に
つ
い
て
自
己
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

区地ノ、険

ーー ーー ーー．

本町の人口

男

女

計

9.253人

10.358人

1 9 . 6 1 1人

111:1'i~ をな

5.033戸

児歳

(d¥ 1 ）負傷者む者 。）死4 < 1~1r累計数 1件

凶作3月1日現千E

2月の町内交通事故
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